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大成殿・泮宮

日
新
館
大
病
院
と
肉
食
の
始
ま
り

○
平
石
弁
蔵
『
会
津
戊
辰
戦
争
』

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月

「
各
方
面
か
ら
傷
病
者
が
運
ば
れ

て
く
る
の
で
、
日
新
館
を
臨
時
病

院
（
日
新
館
大
病
院
）
に
宛
て
収

容
し
、
幕
府
の
医
者
松
本
良
順
が

院
長
と
し
て
治
療
し
ま
し
た
。
こ

の
時
牛
馬
を
屠
殺
（
と
さ
つ
）
し

て
患
者
に
食
し
た
」
の
が
会
津
地

方
の
肉
食
の
始
ま
り
。

○
山
川
健
次
郎
『
会
津
戊
辰
戦

史
』
八
月
二
十
三
日
「
西
出
丸
よ

り
火
箭
（
ひ
や
）
を
射
て
之
を
焼

く
傷
兵
歩
す
る
こ
と
を
得
た
る
者

は
城
に
入
り
、
歩
す
る
能
（
あ

た
）
は
ざ
る
者
は
自
刃
す
」
と
会

津
藩
で
火
を
放
ち
日
新
館
を
焼
く
。

○
籠
城
戦
中
、
傷
病
者
に
給
す
る

食
物
は
、
照
姫
様
が
監
督
し
、
城

の
本
丸
西
隅
に
炊
事
場
を
設
け
た
。

羹
蔬
（
こ
う
そ
・
野
菜
を
煮
た

汁
）
魚
肉
鶏
肉
牛
肉
等
を
添
え
病

室
に
運
び
ま
し
た
。

戟(げき)門

講釈所・大学

砲術教場

武講

武学寮

射弓亭
天文台

師範宅
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会
津
藩
校
日
新
館

「
馬
肉
」
を
生
で
食
す
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
昭
和

三
十
年
九
月
一
日
、
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
の
力
道
山
が
、

若
松
城
西
出
丸
に
興
行
に

訪
れ
た
際
、
会
津
に
馬
肉

あ
る
の
を
知
っ
て
、
西
七

日
町
の
「
肉
の
庄
治
郎
」

で
馬
肉
を
買
い
持
参
し
た

ニ
ン
ニ
ク
味
噌
垂
れ
で
食

べ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

素読所

図「新編会津風土記」「会津日新館志」
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「
什
の
掟
（

じ
ゅ
う
の
お
き
て
）
」

六
歳
か
ら
九
歳
ま
で
の
「
什
」
と
い
う
藩
士
の
子
弟
仲
間
集
団
。

座
長
の
「
什
長
」
が
心
得
の
「
什
の
掟
」
を
話
し
ま
し
た
。

一
、
年
長
者
の
言
う
こ
と
に
背
い
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

二
、
年
長
者
に
は
御
辞
儀
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ

三
、
虚
言
を
い
ふ
事
は
な
り
ま
せ
ぬ

四
、
卑
怯
な
振
舞
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

五
、
弱
い
者
を
い
ぢ
め
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

六
、
戸
外
で
物
を
食
べ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

七
、
戸
外
で
婦
人
と
言
葉
を
交
え
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

・

な
ら
ぬ
こ
と
は
、
な
ら
ぬ
も
の
で
す

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
、
会
津
藩

家
老
田
中
玄
宰(

は
る
な
か)

が
人
材
育

成
の
た
め
に
計
画
。
会
津
藩
御
用
商
人

須
田
新
九
郎
が
資
金
を
出
し
、
享
和
三

年
（
一
八
〇
三
）
完
成
。
東
西
約
一
二

〇
間
、
南
北
約
六
十
間
、
水
戸
の
講
道

館
、
萩
の
明
倫
館
と
と
も
日
本
三
大
藩

校
の
一
つ
。
十
歳
で
入
学
し
、
十
五
歳

な
る
ま
で
素
読
所
（
小
学
）
に
属
し
、

素
読
所
を
修
了
し
た
成
績
優
秀
者
は
講

釈
所
（
大
学
）
へ
入
学
。
さ
ら
に
優
秀

な
者
は
江
戸
や
長
崎
へ
遊
学
、
武
士
以

外
の
医
者
も
入
っ
た
約
千
人
の
男
子
校
。

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
六
日
長

州
藩
の
吉
田
松
陰
が
訪
問
し
ま
す
。

講
釈
所(

大
学)

で
は
『
会
津
藩
教
育

考
』
に
文
化
三
年(

一
八
〇
六)

七
月
二

十
二
日
か
ら
五
年
間
日
本
最
初
の
給
食
、

豆
腐
と
青
菜
の
一
汁
と
香
の
物
、
月
三

度
塩
鮭
を
出
し
ま
し
た
。
日
本
最
古
の

プ
ー
ル
（
水
練
水
場
池
）
、
日
本
最
初

の
片
道
五
十
六
キ
ロ
の
マ
ラ
ソ
ン
（
当

時
は
「
遠
足
」
と
云
）
、
約
二
キ
ロ
の

遠
泳
も
実
施
。
戊
辰
戦
争
で
焼
失
し
ま

し
た
が
、
日
本
唯
一
の
天
文
台
跡
が
南

半
分
だ
け
残
っ
て
い
ま
す
。

生徒の入口

「
泮
」(

は
ん
）
と
は
学

校
を
表
し
、
戟
（
げ
き
）

と
は
中
国
の
武
器
で
「
ほ

こ
」
を
い
い
ま
す
。

「
会
津
日
新
館
天
文
台
跡
」

平
成
三
十
年
三
月
二
十
日
、
日

本
天
文
遺
産
第
一
号
に
藤
原
定

家
の
「
明
月
記
」
と
と
も
に
認

定
。
天
文
台
は
、
江
戸
浅
草
、

水
戸
藩
、
薩
摩
藩
、
阿
波
藩
に

も
あ
っ
た
が
、
現
存
は
会
津
の

み
。
観
台
と
も
呼
ば
れ
基
底
部

二
一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
台
上
十

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
六
・
四
メ
ー

ト
ル
。
北
半
分
は
道
路
で
消
滅
。

明
治
三
十
年
頃
遠
藤
十
次
郎

（
現
夢
）
が
石
積
し
、
昭
和
十

年
二
月
子
の
義
之
助
に
よ
り
妙

見
菩
薩
（
北
極
星
）
の
祠
が
建

立
。
そ
の
下
に
は
方
位
石
が
あ

り
ま
す
。

方位石
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東
磐
梯
、
西
明
神
、

南
大
戸
、
北
飯
豊


